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た，育児サークルの参加者 26 名に配布し，26 名（回収
率100%）から協力を得た．全体の回収率は43.3%であった．
１．研究対象者の属性
　養育者の年齢は 20 歳代 9 名（5.8%），30 歳代 101 名
（65.2%），40 歳代 43 名（27.7%），50 歳代以上 2 名（1.3%）
であった．性別は女性が145名（94.8%），男性が8名（5.2%）
であった．職業は会社員（常勤）が 46 名（29.7%），会
社員（パート）28 名（18.1%），自営業 3 名（1.9%），無




2 名（1.3%），義母 1 名（0.6%），実父 2 名（1.3%），実母
2 名（1.3%）であった．核家族が 149 件（96.1％）であり，
うち同居者が子どものみである家庭が 6 件であった．ま
た，拡大家族 6 件（4.9％）のうち配偶者と同居していな
い家庭は 2 件であった．1 世帯あたりの子どもの人数は，
子ども 1 名が 56 世帯（36.1%），2 名が 76 世帯（49.0%），














　 いつも 時々 たまに
あやす・遊ぶ 55 (37.2) 69 (46.6) 13 ( 8.8)
お風呂に入れる 33 (22.3) 73 (49.3) 23 (15.5)
食事の世話 31 (20.9) 64 (43.2) 28 (18.9)
寝かしつける 22 (14.9) 42 (28.4) 26 (17.6)
保育園や幼稚園の送迎 16 (10.8) 18 (12.2) 33 (22.3)
その他 1  ( 0.7) 0  ( 0.0) 0  ( 0.0)
また，配偶者以外の者では，実母 65 名（43.9%），実
父 44 名（29.7%），配偶者の母 43 名（29.1%），配偶者の
















と答えた者は 41 名（26.5%），「ややいる」は 88 名（56.8%），





に相談すると答えた者が 88 名，配偶者が 36 名であった．
保育園や幼稚園の先生に相談する者が 35 名であり，他の
活用として，インターネット 2 名，保健所等の相談窓口















やいる」は 73 名（47.1%），「あまりいない」は 66 名（42.6%），











は 52 名（34.0%），「全くいない」は 24 名（15.7%）であっ
た．子どもを預ける相手として最も多かったのが「家族」
であった．「家族」の中でも，特に多かったのが「親や兄弟・







































































日曜日も開いている 9 （ 6.3）
子どもが行きたがる 9 （ 6.3）
インターネット予約ができる 8 （ 5.6）
病児保育がある 8 （ 5.6）
すぐに治る　 3 （ 2.1）






























育児サークル 5 ( 3.2)














21 名（13.5%），「職場」12 名（7.7%），「自宅」11 名（7.1%）
であった．日時の希望としては，「いつでも」が 64 名
（41.3%），「平日」が 43 名（27.7%），「土日祝」が 42 名（27.1%）
であった．時間帯の希望としては，「午前（9 ～ 12 時）」
が 99 名（63.9%），「午後（12 ～ 17 時）」が 75 名（48.4%），
「夕方（17 ～ 21 時）」が 25 名（16.1%），「夜間（21 ～翌











子どもを預かってもらう 72 (46.5) 18 (11.6)
同じ年頃の子どもを持つ養育
者と自由に話ができる 68 (43.9) 13 ( 8.4)
子ども同士の交流 66 (42.6) 11 ( 7.1)
子どもと一緒に遊ぶ 64 (41.3) 10 ( 6.5)
自然のある場所に連れて行っ
てもらう 62 (40.0) 9 ( 5.8)
情報提供してもらう 48 (31.0) 4 ( 2.6)
専門家から子育てのアドバイ
スをうける　 40 (25.8) 8 ( 5.2)
専門家に自分の悩みを聞いて
もらう 38 (24.5) 1 ( 0.6)
子育て経験のある高齢者・地域
の人から昔の遊びを教えてもらう 33 (21.3) 4 ( 2.6)
子どもとの時間を確保するた
め家事などをしてもらう 21 (13.5) 5 ( 3.2)
子育てを終えた女性から子育て
についてアドバイスをうける 9  ( 5.8) 1 ( 0.6)
表４．子どもが健康に過ごすために大事にしていること　件




睡眠を十分にとる 47 29 19 218
栄養のバランスを考える 23 24 15 132
手洗い・うがいをする 12 27 10 100
外で遊ばせる 15 16 22 99
予防接種を受ける 10 4 16 54
早く寝るようにする 9 13 9 53
危険物を置かない 10 7 7 51
食べ物の好き嫌いをしない 7 8 8 45
体をしっかり動かす 1 7 22 39
年齢に応じた食事回数を守る 9 2 1 32
体を清潔に保つ 2 6 7 25
家の中を清潔に保つ 2 3 9 21
その他 1 0 1 4
★１番目の件数×３と２番目の件数×２と３番目の件数の総和
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